
夏至は北半球では昼の時間が最も長く、夜が最も短い日
（反対に、南半球では昼が最も短く、夜が長い日なのです）となります。

普段の暮らしをしながらも、過剰な電飾の明かりにまみれた日常から少しだけ、自然の光だけで「過ごしてみる」。 
 1 年のうちたった 2時間、好きなろうそくの灯りをともしてみる。この時間をどういう風に過ごすのかも、みなさんのアイディア次第です。
ろうそくの灯で、家族の食卓。。。。恋人と 2人きりの時間。久しぶりの友達と会ってお酒を飲みながら語る時間。音楽を聴きながら 1人きりで過ごす時間。

６月２１日（月）は夏至です

開催日時：６月２０日（日）　①10：30 ～　②13：30 ～

開催場所：広電ボウル３Ｆ　ミーティングルーム③

定員：大人、子供含め、各時間 8名まで

申込＆問い合わせ

参加費：ひとり500円（材料費込）

手軽に簡単、キャンドルづくり

※予定としては・・・
　大１個小４５個の計６個キャンドルつくります

親子でつくろう♪

当日は汚れてもいい恰好で来て下さいネ

６月１７日（木）までに電話にてお申し込みください。
●広電ボウルキャンドルづくり係まで
　　広電ボウル：中区平野町 10－16　℡（082）243‐5000

モビールとは、わずかな空気の流れにも反応して動く彫刻の一種です。
天井からぶら下がって、ゆらゆらとバランスを取りながら不規則に動くオブジェのようなものです。

「オブジェ」というか「インテリア」というか「玩具」というか・・・厳密に「これ」という呼び名がないので「ようなもの」となる
わけです。
モビールの多くは、紙・糸・針金で構成されています。その他、木・フェルト・塩ビ板・繭など、さまざまな素材で作られています。
モビールは動くオブジェ（のようなもの）ですが、モビール自体に動力はありません。電池で動く赤ちゃん用のモビールもありますが、
基本、空気の流れに反応して動きます。 
空気の流れは「窓から入る風」であったり「扇風機やエアコン」が生む対流であったりしますが、私たち「人」が動く事によって生み
出す対流が、一番相性の良い動力源です。
少し離れたところから、モビールに向かって息を吹きかけます。しばらくすると止まっていたモビールがゆっくり動き始めます。空気
の伝わり方が見えてきますね。
私たちがモビールのそばで動いたとき、それに呼応するようにモビールも動きます。
モビールは「人」を必要としています。もちろん鑑賞してくれる人も必要ですが、共に暮らしてくれるパートナーとしても求められて
います。モビールは、手に入れた時点では「未完成」です。「人」と共に暮らして、初めて「完成」するのです。

風を感じて

モビールづくり
親子でつくる・自由につくろう

★開催日時：７月１１日（日）①10：30 ～　②13：30 ～

★開催場所：広電ボウル３Ｆ　ミーティングルーム③

★定員：各日、各時間 1２名様まで※大人、子供含

★参加費：ひとり５００円※材料費込

モービール読み物

お申込＆
問い合わせ

広電ボウル工作係：中区平野町 10‐16　℡（082）243‐5000

申込は７月５日（月）までに広電ボウル工作係までお電話ください。

※制作時間は約１時間 0０分

※制作時間は約１時間です

★但し、定員になり次第締め切ります


